
12月8日 講演者指名 タイトル 12月9日 講演者氏名 タイトル 12月10日 講演者氏名 タイトル

9:00-9:05 安井千香子 Opening Remarks 9:00-9:40 平下博之
低金属量環境下における星間ダストの進化的

性質

9:05-9:45 安井千香子
Spatially resolved study on star and planet
formation in low-metallicity environments

9:40-10:20 田中圭 低金属量環境での大質量星形成

9:45-10:25 仲谷崚平 原始惑星系円盤散逸における金属量の効果

11:00-11:25 加藤晴貴
若い中質量星の近赤外スペクトルに見られた

新たな光蒸発輝線
11:00-11:40 福島肇

星団形成における輻射フィードバックの金属
量依存性

13:00-13:40 鄭昇明
Impact of the CMB radiation on the initial

mass function of metal-poor stars
13:00-13:40 百瀬宗武 銀河系外縁部分子雲のCMF探索とその意義 13:30-13:55 南大晴

大マゼラン雲N159W-North領域の大質量クラ
ンプの性質と形成過程

13:40-14:20 豊内大輔
大質量初代星形成における輻射フィードバッ

ク過程の影響
13:40-14:20 泉奈都子

銀河系外縁部の分子雲におけるコア・フィラ
メント構造

13:55-14:20 西岡丈翔
大マゼラン雲N113領域における大質量星形

成：潮汐相互作用によるトリガー

15:00-15:40 松木場亮喜 星周円盤の自己重力不安定性の金属度依存 15:00-15:40 下西隆
銀河系最外縁部における原始星とホットコア

のアルマ観測
15:00-15:40 徳田一起

ALMAによる大小マゼラン雲の広域分子雲マッ
ピング

15:40-16:20 定成健児エ
リック

初代星形成における両極性拡散の効果 15:40-16:20 小林将人 低金属量ISMの乱流構造と星形成効率 15:40-16:20 柘植紀節
大小マゼラン雲の重元素量分布と銀河間相互

作用

16:20-16:55 仲谷崚平
(Chair) Conference Summary & Discussion

16:55-17:00 百瀬宗武 Concluding Remarks

※ 講演時間：修士学生: 20+5分、その他の講演者: 30+10分 (トーク+質疑応答)
※ 各break time および１日目・2日目のFree Discussionセッションでは、ブレークアウトルームを利用し講演に関する自由な議論を行います。

新学術「星惑星形成」 研究会2021『低⾦属量環境下 星・惑星形成』
https://tok339.wixsite.com/low-metallicity-2021
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16:20-17:00 16:20-17:00Free Discussion Free Discussion

（この日は午後開始です）
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